
 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２０２４年２月号（第１６２号） 

発行者：明昌株式会社 

宮﨑 丹美 

いつもお世話になっております。明昌の別当です。2月 3日は節分ですね。今年の恵方巻の方角は「東北東」です。恵方巻

を食べる風習は関西地方が発祥ですが、今は全国に広がっているようです。私の家は願い事を込めて無言で食べきりま

す。子供のころは一言でも話をすると親に「話したら駄目」とよく怒られていたのを思い出します。目をつぶったり、笑い

ながら食べるご家庭もあるようですよ。皆様も恵方巻を食べてご縁や福を呼込んではいかがでしょうか‼ 

めいしょうにゅーす

最近、新型コロナ 10波やインフルエンザ B型の流行をニュースで耳にします。工場内でも人手不足の上に人が

休み、最小限の人数にも足りていない中で印刷機の稼働をしているという工場もあります。そんな時に 1番、怠

ってしまうのがメンテナンスです。メンテナンスを怠ってしまう事で印刷ロスの増加や印刷機のトラブルなどが起

き、その対処のために印刷機を止めて多くの時間や費用を費やす悪循環が起きています。多くのお客様はトラブ

ルが起きてから対処されていますが、トラブルを未然に予防する動きに変えていきませんか？ 

まずは・・・「毎日の洗浄は手間なく短時間で」を合言葉に始めてみてください！！ 

【日常の予防】 

★印刷終了後又は昼休みなどに「オクセルシリーズ」で 10分の循環洗浄を 

実施して下さい。 

※冬場は投げ込み式ヒーターなどで洗浄剤を温めると洗浄効果がUPします。 

【冬場の予防】 

★長期休みや週明けの生産前に 60度ぐらいに温めたお湯を循環して下さい。その後、インキをしっかりと馴染

ませてから印刷をスタートして下さい。※投込み式ヒーターでお湯を温め続けるとベストです。 

★インキはしっかりと撹拌して下さい。インキを温めることも効果的です。他工場様では 

どぶ付け用の容器に水又はお湯を入れて投込み式ヒーターで常時温めている中にインキ缶を 

つけておられます。簡易なのは熱湯を入れたペットボトルをインキの中にブラ下げる方法です。 

【春先にかけての予防】 

★印刷機周りにある紙粉はエアで飛ばすのではなく、掃除機で吸い取って 

下さい。 

今の時期は特に上記に注意して下さい。洗浄メンテナンス以外でも版汚れで困られている工場も多々御座いま

す。御使用後の版はそのままにするとインキが固着して次回使用時にインキが乗らないという事にも繋がります。

忙しくても一手間かけることでトラブル回避出来ます。効果の高い版用洗浄剤も御座います。営業担当まで！！ 
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ゴムロールは大丈夫ですか？？

2 ロールタイプの印刷機を御使用のお客様、ゴムロールの状態は大丈夫でしょうか。最近、お客様で帯の印刷で筋

状の印刷不良がでたとご相談頂き、実際に状態を確認したところゴムロールに筋状の凹みが出来ておりました。印

刷機内にインキの塊がつららになっているようなお客様は特に要注意です。インキの塊を巻込むと凹んでしまうの

で除去して頂くようにお願いいたします。また、ゴム自体が（人の肌と同じ）多孔質です。表面の見えない穴にイン

キが入り込んだままになっていると硬化に繋がります。循環洗浄でゴムロールも綺麗にしてください！ゴムロール

の交換を頻繁にしていたお客様からは「ゴムロールの状態が良く、交換する年数が伸びた。」というお声を頂いて

おります。アニロックスロールだけでなくゴムロールも一度、ご確認くださいませ‼ 

メンテナンスカレンダーを 

カートンボックス 2月号 

に掲載しています。 

ぜひお読みください！ 


